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あいさつ

小山弘志

本日はお集りくださいまして有難うございます。この研究集会も今回で第十

四回、多少年輪ができてきたように思います。

今年は研究発表に十五名の方の応募がありました。そのうちから九人の方に

お願いをすることにして、お手もとのプログラムのようにいたしました。プロ

グラムを決めますのに委員会を設けており、館外から六人の先生にお加わりい

ただいております。委員長として国際基督教大学の福田秀一教授、以下五十音

順に、明治学院大学の粂川光樹教授、清泉女子大学のアラン・ターニー教授、

東京大学の芳賀徹教授、筑波大学の平岡敏夫教授、名古屋大学の山下宏明教授

という方々です。この委員会で応募十五件について検討し、九人の方の研究発

表を決めた次第です。そして、セッションをいくつかに分け、それぞれの座長

を委員の諸先生にお願いいたしました。

今回は、中国・韓国といったアジアの方の御発表が多いことになりました。

たしかある年には、女性の方が非常に多いといったこともございました。この

ようなことは年によっていろいろでございます。

今日は、これから六つの研究発表をうかがい、その後レセプションがござい

ます。明日は、午前中に三つの研究発表があり、その後公開講演会が午後に予

定されております。この公開講演会は、チェコスロヴァキアのカレル大学のカ

レル・フィアラ教授と、上野学園大学の福島和夫教授にお願いしております。

フイアラ教授は、現在、京都にあります国際日本文化研究センターに客員教授

としておられるのですが、御足労願うことにいたしました。フィアラ教授の御

専門は国語学でございます。今回は『平家物語』の語法について、お話しいた

だくということでございます。次に福島教授は、ご存じの方も多いと思います

が、上野学園大学で日本音楽資料室の室長もなさっておられます。その資料室
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には日本音楽史関係の貴重な資料がたくさん集められています。福島教授は、

作曲もなさると聞き及びましたが、 日本音楽史に造詣の深い方であります。こ

のように今回は、おこ方から、狭い意味の国文学ではない、私どもに興味のあ

るお話しを伺えることになりました。

なお、ついでに申しますと、ただいま、当館の二階で「徒然草』関係の書物

の展示をしております。複製本もいくつかございますが、ほとんどは当館所蔵

の江戸時代の版本でございます。休憩の時間などに御覧いただきたいと存じま

す。それから、私どものいたしておりますいろいろな仕事について、 この場で

申し上げていたこともございましたけれど、今回はお手もとにパンフレットが

配付されておりますので、それに譲ることにいたします。昨年度、日本語のも

のを作りましたが、今年は英語版も作りました。私どもが、乏しい人員と乏し

い予算の中で、一所懸命にやっているという所を見ていただけますれば幸いで

ございます。

では、今日これからと明日、 この集会が皆様の御協力により成功いたします

よう念じまして、簡単ではございますが、御挨拶といたします。
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ウイリアム・ﾗﾌﾙｰｱ客員教授は、平成元年4月5日から平成元年9月12日まで

当館客員教授の間、館内委員として参加されました。
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